




aggregating devices (FADs) in the eastern Pacific Ocean - 
update. Document SAC-09-04. 18 pp.

　https://www.iattc.org/Meetings/Meetings2018/SAC-09/
PDFs/Docs/_English/SAC-09-04_The-fishery-on-FADs-in-
the-EPO.pdf（2019 年 12 月）

Hampton, J., and Fournier, D. 2001. A spatially disaggregat
ed, length-based, age-structured population model of yell
owfin tuna (Thunnus albacares) in the western and central 
Pacific Ocean. Mar. Freshwater Res., 52: 937-963.

Harley, S., Davies, N., Hampton, J., and McKechnie, S. 2014. St
ock assessment of bigeye tuna in the western and central 
Pacific Ocean. WCPFC-SC10-2014/SA-WP-01 Rev1 25 July.

　https://www.wcpfc.int/system/files/SC10-SA-WP-01%20
%5BBET%20Assessment%5D_rev1_25July.pdf（2019 年 12
月）

Harley, S., and Maunder, M.N. 2003. A simple model for age 
structured natural mortality based on changes in sex rati
os. IATTC, 4th Meeting of the Scientific Working Group, La 

図 8. 中西部太平洋におけるメバチの加入量（WCPFC 2017）
海域（図 3）ごとの加入量（10,000 個体）を表す。2018 年の資源評価
資料には上図に相当するものが示されなかったので、2017 年の資
源評価結果のみを示す。

図 7. 中西部太平洋におけるメバチの F / FMSY と SB / SBF=0 の経年的プロット（WCPFC 2017、WCPFC 2018b）
SB / SBF=0 は、漁業がないと仮定して推定した現在の産卵資源量を 1.0 としたときの実際の産卵資源量。左は 2017 年の資源評価。
右は 2018 年の資源評価。左図の緑の丸（OLD）は体長組成による成長式を用いた場合の結果を示しているが、2018 年はこの部分
が取り除かれている。なお、右図の緑の丸は図 5 にあるサブエリアの区分けの北限が北緯 20 度のケースで、青い丸は北緯 10 度の
ケースを示す。

図 10. 中西部太平洋における漁業ごとのメバチ産卵資源へのイン
パクト（WCPFC 2017）
縦軸は漁業が資源を減少させた割合（％）を示したもの。はえ縄

（緑）、竿釣り（赤）、まき網流れもの操業（青）、まき網素群れ操業（水
色）、その他（黄）を表す。2018 年の資源評価資料には上図に相当す
るものが示されなかったので、2017 年の資源評価結果のみを示す。

図 9. 中西部太平洋におけるメバチの漁獲死亡係数（年）の推移（WC
PFC 2018b）
黒：親魚、赤：未成魚を示す。
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メバチ（中西部太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 中位

資 源 動 向 横ばい

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

12.9 万～ 14.6 万トン
最近（2018）年：14.8 万トン
平均：14.6 万トン（2014 ～ 2018 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

1.6 万～ 2.3 万トン
最近（2018）年：1.7 万トン
平均：1.8 万トン（2014 ～ 2018 年）

管 理 目 標 検討中

資 源 評 価 の 方 法 統合モデル（Multifan-CL）

資 源 の 状 態 SB2015 / SBF=0 = 0.36
F2012-2015 / FMSY = 0.77

管 理 措 置

まき網（熱帯水域）
・FAD 操業禁止 3 か月（7 ～ 9 月）+ 

公海 FAD 操業禁止追加 2 か月（4
～ 5 月もしくは 11 ～ 12 月）

・FAD 操業禁止は、本船以外の船
（tender vessel 等）にも適用され

る
・公海操業日数制限は、先進国に加

え島嶼国がチャーターする船に
も適用

・FAD 数規制（1 隻あたり常時 350
基以下）：全条約水域に適用

・公海操業日数の制限
・島嶼国以外のメンバーの大型船

隻数制限
はえ縄

・メバチの漁獲量制限（我が国の漁
獲枠は 18,265 トン）

管理機関・関連機関 WCPFC、SPC

最新の資源評価年 2018 年

次回の資源評価年 2020 年
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付表 1. 中西部太平洋におけるメバチの年別国別漁獲量（単位：トン）
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付表 1. （続き）
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